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安定的な医療・介護・福祉提供体制を保障するための支援を求める意見書 

 

 物価・賃金等の上昇に対し、医療・介護・福祉を巡るサービスの報酬水準が追い付

いておらず、安定的なサービス提供体制が損なわれることになれば、国民の命と健康、

暮らしの安全にとって深刻な事態である。  

 政府は、経済財政運営と改革の基本方針２０２５で社会保障関係費について「高齢

化による増加分に相当する伸びにこうした経済・物価動向等を踏まえた対応に相当す

る増加分を加算する」と明記し、昨年末には診療報酬改定率を３．０９パーセントと

示し、３０年ぶりとなる３パーセントを超える改定率となった。また、予算措置にお

いても、令和７年度補正予算に医療・介護・障害福祉を総合的に支援するパッケージ

として総額１兆３，６４９億円が計上された。 

これらは医療・介護・福祉の現場を支える政策として大いに評価するところである

が、多くの医療機関・介護施設・障害福祉施設の厳しい経営環境を改善するには十分

とは言えず、引き続き力強い支援が必要である。  

よって、国においては、次の事項を実施するよう要望する。 

 

１ 令和８年度以降の予算編成においても、社会保障関係費について経済・物価動向

等を踏まえた対応を継続し、医療機関・介護施設・障害福祉施設の安定的な運営を

支える措置を講ずること。 

 

２ 令和８年度介護報酬・障害福祉サービス等報酬改定においては、介護・障害福祉

従事者について他産業平均と遜色ない賃金水準となるよう、令和７年度補正予算を

上回る賃上げを実現すること。 

 

３ 診療報酬についても、賃金・物価上昇の動向を踏まえた機動的な調整を実施する

こと。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。  
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